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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 4,674 － 1,408 － 1,427 － 935 －

2025年12月期第３四半期 － － － － － － － －

（注）包括利益 2026年12月期第３四半期 935百万円（－％） 2025年12月期第３四半期 －百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第３四半期 45.05 44.81

2025年12月期第３四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 9,745 7,759 79.6

2025年12月期 － － －

（参考）自己資本 2026年12月期第３四半期 7,759百万円 2025年12月期 －百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年12月期 － 4.50 －

2026年12月期（予想） 4.50 9.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,200 － 1,450 － 1,449 － 965 － 46.58

１．2026年12月期第３四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年９月30日）

（注）2026年12月期中間期から中間連結財務諸表を作成しているため、2025年12月期第３四半期の数値及び対前年同四半
期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）2026年12月期中間期から中間連結財務諸表を作成しているため、2025年12月期の数値は記載しておりません。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

2026年12月期中間期から中間連結財務諸表を作成しているため、対前期増減率は記載しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期３Ｑ 21,343,600株 2025年12月期 21,343,600株

②  期末自己株式数 2026年12月期３Ｑ 566,165株 2025年12月期 624,793株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期３Ｑ 20,759,211株 2025年12月期３Ｑ 20,845,702株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規  1社  （社名）株式会社BNGパートナーズ、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料の７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関す

る注記事項（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料の３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、AI関連需要の拡大を背景に企業収益が底堅く推移し、雇用・

所得環境の改善が続くなど、緩やかな回復基調を維持しました。一方で、７月に熊本県で発生した地震によるサプ

ライチェーンの寸断や、中東情勢に起因する原油・物流コストの上昇が企業活動の重しとなりました。また、物価

上昇が続くなかで消費者マインドは低い水準で推移しており、日本銀行の追加利上げによる影響も含め、注視が必

要な状況です。

　世界経済においても、ホルムズ海峡の通航制限の長期化により原油価格が高止まりしているほか、米国ではイン

フレの高止まりを受けて利上げが実施されました。AI関連投資が下支えとなる一方で、通商政策の影響も含め、先

行きは依然として不透明な状況が続いています。

　このような状況の中、国内の転職市場における転職者数は2026年４～６月平均で前年同期比100％となりました

（注）。一方で、個人のキャリア観の変化や終身雇用の構造的限界により、今後雇用の流動化は継続的に加速して

いくとともに、多様な働き方が広がる中で、求職者の会社選びの基準も多様化していくと考えています。

　「OpenWork」サービスにおいては、2026年９月末時点で約84,000社、約2,240万件の社員クチコミデータが掲載

され、登録ユーザー数は約837万人となりました。また、「OpenWorkリクルーティング」サービスにおいては、

2026年９月末時点で、累計導入社数（登録エージェント企業数含む）は約6,610社、累計Web履歴書登録者数（社会

人・学生）は約192万人となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は4,674,848千円、一方で更なる成長に向けた認知拡大や採

用強化のための投資により、営業費用は3,266,149千円、営業利益は1,408,699千円、経常利益は1,427,718千円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は935,127千円となりました。なお、当社グループは、2026年12月期中間期よ

り連結財務諸表を作成しているため、前年同期比の記載を省略しております。

　また、当社グループはワーキングデータプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの

記載はしていませんが、主なサービス別の業績については、以下のとおりです。

(OpenWork)

　当第３四半期連結累計期間においては、会員課金数、提携企業への送客数とも概ね想定の範囲内で推移し、当サ

ービスの営業収益は939,425千円（前年同期比1.1％減）となりました。なお、当サービスは「OpenWorkリクルーテ

ィング」への送客とのバランス調整により、営業収益は概ね維持の方針としております。

(OpenWorkリクルーティング)

　当第３四半期連結累計期間においては、累計Web履歴書登録数（社会人・学生）が引き続き堅調に増加し、約192

万人まで増加しました。既存顧客の採用活動の活性化、求人数の増加等の取り組みの結果、求人企業の採用活動、

求職者からの応募も活発に行われ、当サービスの営業収益は3,403,197千円（前年同期比42.5％増）となりまし

た。

（注）総務省「労働力調査 年齢階級別転職者数及び転職者比率」調査によると、４～６月期の転職者数は

2025年325万人、2026年325万人
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は9,745,685千円となりました。主な内訳は、現金及び預金

8,097,098千円及び売掛金830,953千円であります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債は1,985,789千円となりました。主な内訳は、契約負債880,704千円、

未払金430,430千円及び未払法人税等305,317千円であります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は7,759,895千円となりました。主な内訳は、利益剰余金4,957,887

千円及び資本金1,649,759千円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年12月期通期連結業績予想につきましては、直近に公表されている業績予想から修正はありません。
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
（2026年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,097,098

売掛金 830,953

前払費用 120,609

その他 9,824

貸倒引当金 △1,563

流動資産合計 9,056,923

固定資産

有形固定資産

建物附属設備（純額） 10,792

工具、器具及び備品（純額） 52,870

有形固定資産合計 63,662

無形固定資産

のれん 249,704

ソフトウエア 84,161

無形固定資産合計 333,866

投資その他の資産

投資有価証券 48,057

敷金 64,183

長期前払費用 14,619

繰延税金資産 160,064

その他 4,308

投資その他の資産合計 291,232

固定資産合計 688,762

資産合計 9,745,685

負債の部

流動負債

買掛金 16,209

未払金 430,430

未払費用 15,479

未払法人税等 305,317

未払消費税等 127,320

契約負債 880,704

賞与引当金 79,047

役員賞与引当金 3,950

１年内返済予定の長期借入金 19,992

その他 53,974

流動負債合計 1,932,425

固定負債

長期借入金 53,364

固定負債合計 53,364

負債合計 1,985,789

純資産の部

株主資本

資本金 1,649,759

資本剰余金 1,630,034

利益剰余金 4,957,887

自己株式 △477,784

株主資本合計 7,759,895

純資産合計 7,759,895

負債純資産合計 9,745,685

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
（自　2026年１月１日

至　2026年９月30日）

営業収益 4,674,848

営業費用 3,266,149

営業利益 1,408,699

営業外収益

受取利息 20,491

その他 1,419

営業外収益合計 21,910

営業外費用

支払利息 2,183

その他 707

営業外費用合計 2,891

経常利益 1,427,718

特別損失

抱合せ株式消滅差損 10,435

特別損失合計 10,435

税金等調整前四半期純利益 1,417,282

法人税等 482,154

四半期純利益 935,127

親会社株主に帰属する四半期純利益 935,127

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
（自　2026年１月１日

至　2026年９月30日）

四半期純利益 935,127

四半期包括利益 935,127

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 935,127

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、ワーキングデータプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略していま

す。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間において、ストック・オプションの権利行使等による自己株式58,628株の処分を行い

ました。

その結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が49,475千円減少し、当第３四半期連結会計期間末にお

いて自己株式が477,784千円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間
（自　2026年１月１日

至　2026年９月30日）

減価償却費 26,546千円

のれんの償却額 28,095千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりです。
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